
キーワード：プレジャーボート、浮桟橋、マリーナ、ビジター桟橋、性能設計、性能照査 

 連絡先   〒108-8502 東京都港区港南 2-15-2 ㈱大林組 本社 土木本部 設計第三部 ＴＥＬ03-5769-1314

 

マリーナ及びプレジャーボート用浮桟橋の設計法の現状と今後の課題 
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１．はじめに 

近年、プレジャーボートを活用した海洋レジャーの

振興のため、マリーナ等において浮桟橋などの係留施

設の整備が行われてきた。 

筆者らは、1990 年代より一般社団法人日本マリー

ナ・ビーチ協会係留施設研究委員会（以下「係留研」

と略）において、マリーナを始めとする海洋レジャー

及び浮桟橋の設計手法について研究を行ってきた。 

昨年度、係留研の研究成果の全体的概要をとりまと

め、今般一連の研究が一応完了した。 

本報文では、これまでの係留研の研究をもとに、マ

リーナ及びプレジャーボート用浮桟橋の設計法の現状

と問題点及び今後の展開について概説すると共に海洋

レジャーについて私見を述べる。 

２．マリーナ及びプレジャーボート用浮桟橋 

２．１ マリーナ 

マリーナとは、ヨット・モーターボートなどの海の

スポーツ・レジャーを楽しむための港を中心とした周

辺施設の集合体であり、マリーナ自体が一つの「まち」

である。 

図－１にマリーナの例、図－２にマリーナにおける

浮桟橋の一般的な配置例を示す。 

２．２ プレジャーボート用浮桟橋 

マリーナ等におけるプレジャーボートの係留施設と

しては、潮位の変動に対する対応が容易等の理由から、

一般的に浮桟橋が使用されている。図－３に浮桟橋の

例を示す。 

２．３ プレジャーボート用浮桟橋の分類 

プレジャーボート用浮桟橋を目的・用途別に分類し

たものを図－４に示す。 

３．マリーナ及びプレジャーボート用浮桟橋の設計法 

マリーナ及びプレジャーボート用浮桟橋の性能照査

の手順を図－５に示す。以下設計手法の現時点での成

果と問題点について述べる。 

図－１  マリーナの例(ﾒﾙﾎﾞﾙﾝ；BHM 提供) 
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図－２  マリーナにおける浮桟橋の配置例 

図－４ プレジャーボート用浮桟橋の分類 
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図－３浮桟橋の例 
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３．１ 成果 

①従来、統一的な設計手法が確立していなかったが

設計マニュアルを整備することで新たな設計手法

を提示した。 

②プレジャーボート用浮桟橋の設計手法及び品質の

標準化を行った。 

③プレジャーボート用浮桟橋の性能規定型設計体系

を提示した。 

３．２ 問題点 

①性能規定型設計体系の導入に伴う設計の自由度拡

大が必ずしもプレジャーボート用浮桟橋のコスト

削減につながってない（性能設計手法の形成化と

工業製品としての浮桟橋）。 

②L2 地震、L2 津波等の偶発作用に対する具体的な対

応方法が未確定である。 

③日本国内では、マリーナが長期滞在を含む総合海

洋レジャー・文化の拠点としての役割を必ずしも

はたしていない。 

４．今後の課題 

①現行の性能設計手法は照査の煩雑さの割に設計の

自由度に欠け、成果も従来手法に比べ優位性があ

るとは言えないため、性能設計手法について、従

来の設計方法との整合性を保ちつつ、照査手法の

見直しが必要である。 

②L2 地震・L2 津波等に対しては、生命財産の保全 

を考慮しつつ、ハード以外の手法を併用しつつ、具体的な照査方法の確立が必要である。 

③少子高齢化に向け、海洋レジャーを単なる余暇の一部（無くても良いもの）と考えず、スポーツなどと共

に国にとって重要な産業と文化であることを再確認し、重要な施策を考えることが必要である。 

５．まとめ 

今回、マリーナ及びプレジャーボート用浮桟橋の設計における現状と今後の課題について私見をまじえ報告

した。本報告が、海洋レジャーをはじめとする総合的なレジャー産業・文化を楽しめる豊かな日本の実現の一

助となれば幸いである。 

最後に、本研究にあたり、国土交通省港湾局海洋・環境課、一般社団法人日本マリーナ・ビーチ協会係留施

設研究委員会の方々をはじめ、多数の方々のお世話になりました。ここに深く感謝致します。 
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図－５  プレジャーボート用浮桟橋の標準的な

性能照査の手順 

 浮桟橋の配置の設定 

設計条件の設定 

断面緒元の仮定（喫水・乾舷を含む） 

作用の評価 

浮体の安定に関する照査 

性能照査

浮桟橋浮体・連結部に対する照査（縦曲げ・せん断）

係留杭に関する性能照査（船舶に対する風荷重・波力） 

浮桟橋浮体・連結部に対する照査（縦曲げ・せん断、水平曲げ・せん断）

係留杭取付部の照査（抜け出し、杭ガイド） 

連絡橋等に対する性能照査（連絡橋の勾配等） 

係留杭に関する性能照査 

浮桟橋浮体・連結部に対する照査（水平曲げ・せん断）

連絡橋等に対する性能照査（接岸時の移動量等） 

係留杭・連絡橋等に対する性能照査 

係留杭・係留杭取付部・浮桟橋浮体・連絡橋等に対する性能照査

断面諸元の決定 

附帯設備等に関する照査 

上載荷重に関する変動状態

波浪及び風に関する変動状態

船舶の作用に関する変動状態

レベル１地震動に関する変動状態（必要に応じて）

津波・波浪に関する偶発状態（必要に応じて）

連絡橋等に対する性能照査（曲げ・たわみ等） 
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